
 

 

 

 

 

Ⅷ 提言 
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令和７年度全国学力・学習状況調査 

調査結果を踏まえた学力向上７つの提言 

 

提言１ 単元などの内容や時間のまとまりを意識した指導の充実 

１単位時間の授業は大切です。しかし、そこでの学びが児童生徒の中でつながらな

ければ、学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容

を自覚することができません。「質問項目 36：学習した内容について、分かった点や、

よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」、「質問

項目 37：授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたり

することができると思いますか」に肯定的に回答している児童生徒は、各教科の平均

正答率が高い傾向にありました。児童生徒が学習した内容について自ら振り返り、次

の学習に生かしていくためには、教員自身が１単位時間の授業計画だけでなく、単元

などの内容や時間のまとまりの中で、育成したい資質・能力を明確にした上で指導計

画を立て、児童生徒の学びをつなげていくこと、変容を自覚させていくことが必要で

す。それはまた、教科の「見方・考え方」を働かせることにも結び付くはずです。こ

れらの改善が、児童生徒に教科を学ぶ意義を実感させ、「学びに向かう力」を育むこと

にもつながります。 

   

提言２ 指導と評価の一体化の充実 

評価の前提となる、育成を目指す児童生徒像は明確でしょうか。学習評価は、教師

が自らの指導のねらいに応じて授業での児童生徒の学びを振り返り、学習や指導の改

善に生かしていくこと、そして、その指導のもとで児童生徒が学習したことの意義や

価値を実感できるようにするために行うものです。育成を目指す児童生徒像をしっか

りとイメージした上で、現時点での児童生徒を冷静に分析し、指導を通して児童生徒

がどう伸びたのか、どう変容したのかを見取り、一人一人にその成果を返していくと

ともに、教員が自らの指導を改善していくという認識が重要です。 

   

提言３ 認知能力と非認知能力の一体的な育成  

認知能力と非認知能力は相互に関連し、支え合って育っていくものであることから、

一体的な育成を図っていくことが重要です。あらゆる非認知能力を網羅的に育成しよ

うとするよりも、各校の教育目標と照らし合わせ、育成を目指す児童生徒像に則って

「特にこういう力を伸ばそう」と決めることが必要です。そして、校内研修等を通じ

て全教職員で共通理解を行い、学校の教育活動全体を通して育成を目指していくこと

が大切です。 
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提言４ 調査対象教科だけでなく、全ての教科及び領域での指導の充実 

 「質問項目（小）51：国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図

表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けていますか」「質問項目（中）50：国

語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展開に、どのような効果があるのかにつ

いて、根拠を明確にして考えていますか」「質問項目（中）59：文字式を用いた説明や

図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができますか」に肯定的に回

答している児童生徒は、教科に関わらず平均正答率が高い傾向にありました。文章を

読む力が大切であることは従前から言われていることではありますが、改めてその重

要性を認識し、全ての教科及び領域で文章を読んで理解する学習活動を実施すること

が大切です。 

 

提言５ 学んだことを生かし、自ら課題を設定し解決する課題解決型の学習の充実 

「質問項目 32：昨年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいましたか」と「質問項目 40：総合的な学習の時間では、自分で

課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組ん

でいますか」のクロス分析から、総合的な学習の時間における探究的な学習の取組の

経験と各教科における課題の解決に向けて自ら取り組む姿勢には関連が見られます。

各教科の学習を通して得た学ぶ力を、全ての教科の学びへと生かしていくという探究

の機会を充実させることが大切です。 

 

提言６ 生徒指導の４つの視点を活かした学級経営  

   生徒指導の実践上の視点（自己決定の場の提供、自己存在感の感受、共感的な人間

関係の育成、安全・安心な風土の醸成）を生かした学級経営が大切であることは言う

までもありません。教員の児童生徒への適切な言葉かけや働きかけによって、学級は

落ち着きます。児童生徒一人一人が、学級が楽しい、安心できるという感覚をもつ中

で、他者の意見を聞いて自らの考えを深めたり、相手に伝わるように工夫しながら発

表をしたりといった学習活動を行っていくことが大切です。 

 

提言７ 実践的な校内研修、指導の振り返りと改善の充実 

   実践的な校内研修を行うこと、校内研修の質を向上させることを通して、学校とし

ての「指導力」を組織的に向上させることが必要です。管理職のリーダーシップの下、

目指す児童生徒像を全教職員で共通理解し、児童生徒の現状を正確に把握し、どうす

ればねらいに近付けるのか仮説を立て、全教職員がそれぞれの立場から一人一人の児

童生徒に適切な指導・支援を行い、指導の成果について検証し、指導改善を行うこと

が重要です。 

学校の教育活動について、教員の観察と客観的データの両輪から児童生徒の伸びと

変容を把握し、指導を振り返り、改善していく学校文化を醸成していくことが必要で

す。「京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～」の結果データも最大限活用し

てください。 
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